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						　眞田神社は上田城本丸跡に鎮座しており、真田氏、仙谷氏、松平氏という歴代の上田城主を御祭神としている。しかし、本来は松平家の御先祖をお祀りする御宮であり、松平（しょうへい）神社と称していた。



　松平家は、真田氏、仙谷氏のあと、江戸時代中期から明治の廃藩に至るまで7代160余年の長きにわたる上田藩主であった。

　上田藩主となった系統の藤井松平氏の初代忠晴公は、隠退後は忠山と号した。寛文9年（1669）に亡くなった。忠山公の御墓所は京都の金戒光明寺にあり、京都に忠山公の御霊をまつる忠山社が設けられてもいた。これが眞田神社の起源となっている。



　明治維新の変革の中、国に接収された上田城もまもなく民間に払い下げられ、城跡は急速に桑園・麦畑などに変化していった。そのような情勢の中で、旧上田藩士や旧領内有志により、旧藩主松平氏への報恩のため、初代忠山公、二代忠昭公、三代忠周公の御霊璽をあわせてお祀りする神社を、上田城跡に建立したいとの声が起こった。他にも、真田氏の活躍などで名高い上田城跡を、史跡として後世にまで伝えたい、という願いもあった。そして、上田城本丸跡の所有者となっていた丸山平八郎氏の篤志より整備された。

						

					登録日：2022-11-30　投稿者：ぽんず


							
							
								ハッシュタグ
（キーワード）	


	ライセンス	[image: ]　転載不可（Repost is prohibited.）
	投稿者	ぽんず


	管理番号	4


	カテゴリ名	2022信州上田学テキスト




						
					
					
					
					
					
					
					



					前のページへ戻る



					
				

				
				
					
						[image: トップにもどる]
					

					
					
						
							[image: 地図で見る]
						

						
						

						

						
							[image: 情報を探す]
						

						
						
		
			
				 
		

	
						

						
							[image: キーワード]
						

						
						

						

						
						
							
							同じキーワードを持つ記事
							

							
							
							

						



						ログイン	
トップページへ





					

					
				

			

			
		



	
	
		
			[image: ]
			©  信州上田学プロジェクト

		

		
						はじめての方へ|			利用規約|			投稿上の注意|			お問い合わせフォーム
		

	
	

